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要要約約  

 
本研究では，一般就労した特別支援学校（知的障害者）の卒業生の現在の状態について就労先の

視点から把握し，榊・今林（印刷中）が卒業生を対象に行ったインタビュー調査の結果と比較する

ことで，卒業生の現在の状態についてより客観的に捉えることを目的としている。卒業生とその就

労先からのインタビュー調査から共通するものや差異のあるものを整理・比較し，その結果から見

えてくるものを通して，学校を卒業し社会に送り出す際に，関係機関に対して，学校側から働き掛

ける視点を考察した。その結果，就労先の支援体制としては，卒業直後の仕事内容として，ある程

度，毎日の仕事の流れが決まっていて，一定の手順に従い作業を行うことができるようにするなど

構造化を図ることが重要である。また，「ありがとう」や「期待している」等のメッセージは非言語

的なメッセージだけでなく言語的なメッセージとして伝えることで，一般就労した卒業生が「必要

とされる自分」を感じ，意欲的に働くことにつながることが示唆された。 
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問題と目的 

近年，働く障害のある人が増えてきている。厚生労働省（2019）の平成 30 年障害者雇用状況の

集計結果によると，民間企業のおける雇用障害者数，実雇用率ともに過去最高を更新している。ま

た，2018 年 4 月から障害者総合支援法に基づく就労定着支援の障害福祉サービスが開始された。

このことは，一般の常用雇用労働者と比べたときに，知的障害者の離職のリスクが大きい実態が報

告される（田中，2006；福井・橋本，2015）など，就労に関する様々な課題解決を支援する必要性

が高まっていることが背景にある。 

特別支援学校高等部を卒業した知的障害者についても，就職率は全国平均で 32.9％（文部科学省，

2018）と近年上昇傾向にある一方，村野（2016）は，特別支援学校高等部を卒業し，一般就労した

卒業生の課題の一つに就労後の定着率の低さを指摘している。 

 これらのことから，特別支援学校の進路支援としては，生徒の在学中において一般就労したり，

就労を継続したりするのに必要な力の育成とともに，卒業生の予後指導（アフターフォロー・アフ

ターケア）における定着支援の要素も求められている。独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援

機構障害者職業センター（2014）も，3 年以上職場定着する要因は，「適切なマッチングやフォロ

ーアップがある程度行われていること」や「企業側の配慮がある程度あること」，長期定着の要因と

してはジョブコーチなどによる「集中的な支援や継続的なフォローアップ」等と報告するなど様々

な支援の重要性を指摘している。これらの課題に対し学校では，学校教育から職業生活への円滑な

接続を図るためのキャリア教育に取り組み充実を図っている。キャリア教育の充実を図る上で，就

労直後の卒業生の職業生活への適応の状態から在学時の指導を改善していく視点も必要であろう。 

 榊・今林（印刷中）は，一般就労した特別支援学校の卒業生（知的障害者）を対象としたインタ

ビュー調査を行い，卒業生の現在の状態を把握し分析することを通して，就労継続のための効果的

な指導・支援の在り方の考察を試み，就労直後の卒業生にとっての効果的な関係機関との連携の課

題を明らかにしている。しかし，卒業生の現在の状態について，就労先は多様な捉え方をしている

可能性も考えられる。そこで，本研究では，卒業生の現在の状態について就労先の視点から把握し，

榊・今林（印刷中）が卒業生を対象に行ったインタビュー調査の結果と比較することで，卒業生の

現在の状態についてより客観的に捉えることができよう。そして，共通するものや差異のあるもの

を整理・比較し，その結果を導くメカニズムを検討して見えてくるものを通して，学校を卒業し社

会に送り出す際に，関係機関に対して，学校側から働き掛ける視点を明らかにすることを目的とす

る。 

 
方法 

１．調査対象者 

 本研究の調査対象者は，榊・今林（印刷中）がインタビュー調査を行った Y 県立 Z 特別支援学校

高等部を 2019 年 3 月に卒業し，一般就労した卒業生 3 名の就労先 3 事業所である。就労先 3 事業
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所の回答者は，卒業生が実際に働く現場の責任者の立場（店長やグループリーダー等）の 3 名であ

る。 

なお，榊・今林（印刷中）が先行してインタビュー調査を行った対象の卒業生 3 名は，知的障害

があり，一般的な日常生活において言語でのコミュニケーションをとることができる。 

２．調査の内容 

就労先への質問項目は，榊・今林（印刷中）による卒業生へのインタビューの質問項目と同様の

内容について就労先担当者の視点で回答できるようにした。具体的には，卒業生への質問項目の「あ

なたは」の部分を卒業生の名前に言い換えた上で，就労先担当者への質問に適する表現になるよう

に文末等を工夫した（Table 1）。質問項目の内容は，①仕事をするときに困ったことがあるかない

かの認知について（「人間関係・コミュニケーション」「仕事の指示理解・対処能力」「仕事の内容」

の三つの観点），②相談者の有無について，③仕事をしているとき以外の時間の過ごし方について，

④働くことでの貢献感について，⑤仕事をすることで見えてきた展望について，⑥学校で学んでほ

しかったことについての六つの枠組みで構成した。インタビューで聞き取る際には，全ての質問に

対して，「はい，いいえ，分からない or どちらとも言えない」の 3 件法で回答してもらい，その回

答に対する内容や背景等を可能な範囲で確認することとした。 

３．実施時期 

就労先に対しては，2019 年 8 月下旬～9 月上旬にインタビュー調査を実施した。 

榊・今林（印刷中）の卒業生に対するインタビュー調査は，2019 年 7 月下旬～8 月上旬に実施し

ている。調査対象者である卒業生は全員が進路先での就労を継続しており，調査時点で就職後約 4

か月が経過している。この時期は，仕事内容や人間関係を含む職場の環境に慣れてくる時期である。

また，シャインのキャリア発達理論（渡辺，2003）にもあるように，仕事が自分に合っているかを

見極めたり，高等部在学中に思い描いていたイメージと実際の仕事内容や人間関係などの現実との

ギャップによる不安感や喪失感など，いわゆるリアリティー・ショックを感じたりする時期でもあ

る。 

４．調査方法と手続き 

本研究では，榊・今林（印刷中）と同様に，対面しながら面接者の質問の意図を正確に伝えるこ

とができ，また，不明瞭な回答については，さらに詳しく尋ねることができる調査的面接法（半構

造化面接）を用いた。 

就労先へのインタビューは，事前に電話でインタビュー調査の許可を得て，Ｚ特別支援学校が夏

季休業中に実施しているアフターフォロー・アフターケアに同行するなどして就労先を訪問して行

った。要した時間は就労先 3 事業所とも 20 分前後であった。 

なお，榊・今林（印刷中）の卒業生へのインタビューは，それぞれの被験者の勤務終了後に就労

先で行っており，要した時間は卒業生 3 名とも 30 分前後である。 

手続きとして，研究の目的を説明した後，面接者と調査対象者との間でインタビューに先立って，  
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～～

ささ
んん

はは
，，
おお

金金
のの

管管
理理

をを
自自

分分
でで

しし
てて
みみ

たた
いい

とと
思思

っっ
てて
いい
そそ

うう
でで

すす
かか

。。
※※

生生
活活

・・
ああ
なな
たた

はは
，，
毎毎

日日
のの
生生

活活
のの

なな
かか

でで
，，
何何

かか
新新

しし
いい

ここ
とと
にに
チチ

ャャ
レレ
ンン
ジジ
しし
てて
みみ

たた
いい

とと
思思

うう
ここ
とと
はは

ああ
りり
まま
すす

かか
。。
※※

生生
活活

・・
～～

ささ
んん

はは
，，
毎毎

日日
のの

生生
活活

のの
なな
かか

でで
，，
何何

かか
新新

しし
いい
ここ
とと
にに

チチ
ャャ
レレ
ンン
ジジ
しし
てて
みみ

たた
いい
とと
思思

っっ
てて
いい

そそ
うう
でで
すす

かか
。。
※※

生生
活活

・・
ああ
なな
たた

はは
，，
休休

日日
のの
過過

ごご
しし
方方

にに
つつ

いい
てて
，，
何何

かか
新新

しし
いい

ここ
とと
にに

チチ
ャャ
レレ
ンン
ジジ
しし
てて
みみ

たた
いい

とと
思思

うう
ここ
とと
はは

ああ
るる
かか

。。
※※

余余
暇暇

・・
～～

ささ
んん

はは
，，
休休

日日
のの

過過
ごご
しし
方方

にに
つつ

いい
てて
，，
何何

かか
新新

しし
いい

ここ
とと
にに

チチ
ャャ
レレ
ンン
ジジ
しし
てて
みみ

たた
いい

とと
思思

っっ
てて
いい

そそ
うう
でで

すす
かか

。。
※※

余余
暇暇

６６
　　
学学

校校
でで

もも
っっ
とと
教教

わわ
っっ
てて
おお

きき
たた

かか
っっ
たた

ここ
とと
にに

つつ
いい
てて
【【
学学

習習
のの
意意

義義
】】

６６
　　
学学

校校
でで

もも
っっ
とと
学学

んん
でで

ほほ
しし
かか

っっ
たた

((→→
教教

わわ
っっ
てて
おお

きき
たた

かか
っっ
たた

))ここ
とと
にに

つつ
いい

てて
【【
学学

習習
のの

意意
義義

】】

・・
ああ
なな
たた

はは
学学

校校
でで

，，
もも
っっ
とと
一一

般般
的的

なな
常常

識識
やや

ママ
ナナ

ーー
にに

つつ
いい
てて
教教

ええ
てて
ほほ

しし
かか

っっ
たた
とと
思思

いい
まま
すす

かか
。。

・・
ああ
なな
たた

はは
～～

ささ
んん

にに
学学

校校
でで
，，
もも
っっ
とと
一一

般般
的的

なな
常常

識識
やや

ママ
ナナ

ーー
にに

つつ
いい

てて
学学

んん
でで

ほほ
しし
かか

っっ
たた

とと
思思

いい
まま
すす

かか
。。

　　
→→

～～
ささ
んん
はは

，，
どど
のの

よよ
うう
にに
感感

じじ
てて
いい

るる
とと
思思

いい
まま
すす

かか
。。

・・
ああ
なな
たた

はは
学学

校校
でで

，，
もも
っっ
とと
読読

みみ
・・
書書

きき
・・
計計

算算
なな
どど
国国

語語
やや

数数
学学

にに
関関

すす
るる
知知

識識
をを
教教

ええ
てて
ほほ
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。。
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～～
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かか

っっ
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三つの確認等を行った。一つ目は，調査対象者からの申し出によって，いつでもインタビューを中

止したり一部について回答を拒否したりすることは可能であることを伝えた。二つ目は，面接を録

音することの許可を調査対象者から得た。三つめは，研究結果の公開について，プライバシーや権

益の保護を最優先することを伝え，論文等にまとめて公開することへの承諾を調査対象者から得た。 

 
結果と考察 

インタビュー調査の結果について，榊・今林（印刷中）の卒業生の結果と本研究でのそれぞれの

就労先の結果ごとに，六つの質問内容別（＜仕事をするときに困ったことがあるかないかの認知＞

＜相談者の有無＞＜仕事をしているとき以外の時間の過ごし方＞＜働くことでの貢献感＞＜仕事を

することで見えてきた展望＞＜学校で教わっておきたかったこと・学校で学んでほしかったこと＞）

にまとめ，卒業生とその就労先間を比較して行った。

１．卒業生Ａとその就労先の事例 

卒業生 A は，実家から就労先に通勤している。卒業生 A の就労先での仕事内容は店舗販売店員で

ある。 

（１）卒業生Ａとその就労先のインタビュー結果 

卒業生 A とその就労先のインタビュー結果についてまとめたものを Table 2 に示す。 

＜仕事をするときに困ったことがあるかないかの認知＞ 

人間関係・コミュニケーションの面 卒業生 A と就労先との共通点は，相手の意見をしっかりと

聞くことができていて，仕事を最後までやり遂げることができていると捉えていることである。差

異点は，卒業生 A はお客様から聞かれて，返答に困ったときに，同僚に伝えることができているこ

とから，自分の考えを正確に伝えることができていると受け止めているのに対し，就労先はそのこ

とは理解ししつつも，常に自分の考えを伝えることができているとは受け止めていない点である。 

仕事の指示理解・対処能力の面 仕事で分からないことや困ったことがあったときは，周りの人

に聞くことで対処していると受け止めていることが共通点である。 

仕事の内容の面 共通点は，今の仕事は，合っていると捉えていることである。差異点は，就労

先は卒業生が業務量としては今以上に増えることは困ると思っているかもしれないと捉えているこ

とである。 

＜相談者の有無＞ 

相談者の有無については，職場では一緒に働いている人，プライベートなことについては家族（保

護者）と共通した認識をしている。 

＜仕事をしているとき以外の時間の過ごし方＞ 

仕事をしているとき以外の時間の過ごし方については，就労先は把握できていない結果であった。 

＜働くことでの貢献感＞ 

 共通点は，卒業生 A は「ありがとう」と言われるなど褒められた経験があると回答し，就労先も 
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Table 2 卒業生 A と卒業生 A の就労先のインタビュー結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

卒卒業業生生AAののイインンタタビビュューー結結果果 卒卒業業生生AAのの就就労労先先ののイインンタタビビュューー結結果果

＜＜仕仕事事ををすするるととききにに困困っったたここととががああるるかかなないいかかのの認認知知＞＞
　　人人間間関関係係・・ココミミュュニニケケーーシショョンンのの面面　　相相手手のの意意見見をを
ししっっかかりり聞聞きき，，自自分分のの考考ええをを伝伝ええるるここととががででききてていい
るる。。周周囲囲のの人人にに伝伝ええてて，，助助けけててももららっったたりりししてていいるる。。
ままたた，，自自分分のの仕仕事事ののノノルルママををここななすすななどど，，与与ええらられれたた
仕仕事事をを最最後後ままででややりり遂遂げげるるここととががででききてていいるる。。
　　仕仕事事のの指指示示理理解解・・対対処処能能力力のの面面　　指指示示さされれたたここととのの
理理解解はは，，ででききたたりりででききななかかっったたりりだだがが，，どどののよよううににすす
れればば良良いいかかをを考考ええ解解決決すするるここととががででききてていいるる。。困困っったた
時時ははすすぐぐにに周周りりのの人人にに聞聞いいたたりり相相談談ししたたりりししてて対対処処しし
てていいるる。。
　　仕仕事事のの内内容容のの面面　　今今のの仕仕事事はは，，楽楽ししいいとと思思ええるるこことと
かからら自自分分にに合合っってていいるるとと感感じじてていいるる。。

＜＜仕仕事事ををすするるととききにに困困っったたここととががああるるかかなないいかかのの認認知知＞＞
　　人人間間関関係係・・ココミミュュニニケケーーシショョンンのの面面　　相相手手のの意意見見をを聞聞くくここととははでで
ききてていいてて，，話話のの内内容容のの理理解解がが早早いい。。自自分分のの考考ええをを伝伝ええるるここととはは，，常常
ににででききてていいるるわわけけででははなないい。。基基本本的的にに仕仕事事ををルルーーチチンン化化ししてていいてて，，
そそののルルーーチチンン化化をを新新たたににししたたととききににはは，，質質問問ををすするるここととははああるるがが，，
ルルーーチチンン外外のの仕仕事事ににはは今今はは触触れれささせせてていいなないいののでで，，自自分分でで考考ええててすす
るるここととははああままりりなないい。。フフロロアアででおお客客様様とと触触れれ合合ええるるよよううなな所所でで，，おお
客客様様かからら質質問問ががああっったたととききににはは自自分分でで考考ええてて答答ええるるここととががででききてていい
るる。。仕仕事事をを最最後後ままででややりり遂遂げげるるここととににつついいててはは，，ここれれをを何何個個，，何何時時
ままででににとといいうう仕仕事事内内容容でではは，，与与ええらられれたた数数よよりりはは実実際際はは少少ななくくななるる
ここととははああるる。。
　　仕仕事事のの指指示示理理解解・・対対処処能能力力のの面面　　仕仕事事でで指指示示さされれたたここととのの理理解解はは
ででききてていいるる。。仕仕事事でで分分かかららなないいここととやや困困っったたここととががああっったたととききはは，，
誰誰にに声声をを掛掛けけるるととかか，，指指示示系系統統をを明明ららかかににししててかからら，，業業務務ををささせせてて
いいるる。。ままたた，，次次のの日日にに持持ちち越越すすよよううなな仕仕事事ががなないいののでで，，解解決決ででききなな
いいここととははなないい。。
　　仕仕事事のの内内容容のの面面　　仕仕事事内内容容はは合合っってていいるるとと思思うう。。本本人人はは，，合合っってて
いいるるとと思思っってていいるるとと思思ううがが，，業業務務量量ととししててははここれれ以以上上増増ええるるののはは困困
るるとと思思っってていいるるかかももししれれなないい。。

＜＜相相談談者者のの有有無無＞＞
　　仕仕事事はは職職場場のの人人とと母母親親，，ププラライイベベーートトななここととはは母母親親
にに相相談談ししてていいるる。。障障害害者者就就業業・・生生活活支支援援セセンンタターーのの担担
当当者者はは相相性性がが悪悪くく相相談談ししににくくいい。。

＜＜相相談談者者のの有有無無＞＞
　　職職場場でではは私私たたちちにに聞聞いいてていいるる。。仕仕事事以以外外でではは母母親親。。母母親親にに相相談談しし
たたここととのの会会話話をを聞聞いいたたここととががああるる。。

＜＜仕仕事事ををししてていいるるとときき以以外外のの時時間間のの過過ごごしし方方＞＞
　　高高等等部部時時代代のの友友達達ととメメーールル等等でで連連絡絡ををととっってていいるる。。
内内容容はは，，「「今今日日はは暑暑かかっったた」」ななどどのの世世間間話話。。習習いい事事
はは，，小小学学部部時時代代かからら習習字字ををししてていいるる。。ここれれかかららもも続続けけ
たたいい。。休休日日はは父父親親とと近近場場ののススーーパパーーななどどにに出出掛掛けけてていい
るる。。

＜＜仕仕事事ををししてていいるるとときき以以外外のの時時間間のの過過ごごしし方方＞＞
　　連連絡絡をを取取りり合合っってていいるる友友達達ががいいるるかかどどううかかはは，，分分かかららなないい。。私私とと
ははそそののよよううなな会会話話ををししなないい。。習習いい事事ももししてていいなないいののででははなないいかか。。休休
日日ににはは家家族族とと外外出出ををししてていいるる話話をを聞聞くく。。家家族族以以外外ととのの外外出出ににつついいてて
はは聞聞いいたたここととははなないい。。ここのの間間，，職職場場にに妹妹ささんんがが遊遊びびにに来来てていいたた。。妹妹
ささんんににおおごごっってていいたた。。

＜＜働働くくここととででのの貢貢献献感感＞＞
　　仕仕事事中中，，器器具具類類のの交交換換やや皿皿洗洗いいををししたたととききにに「「あありり
ががととうう」」とと言言わわれれるるななどど褒褒めめらられれるるななどど，，自自分分がが仕仕事事
でで役役にに立立っってていいるるとと感感じじてていいるるがが，，同同僚僚かかららのの期期待待はは
感感じじてていいなないい。。

＜＜働働くくここととででのの貢貢献献感感＞＞
　　仕仕事事中中，，業業務務にに対対ししててののススピピーードドやや正正確確ささにに対対ししてて褒褒めめてていいるる。。
仕仕事事のの理理解解がが速速いい。。行行動動強強化化ののフフィィーードドババッッククををベベーーススにに，，何何がが良良
かかっったたののかか，，そそのの都都度度確確認認ししてていいるる。。振振りり返返りりもも一一日日のの最最後後ににししてて
いいるる。。ＡＡささんんがが仕仕事事でで同同僚僚かかららのの期期待待をを感感じじてていいるるとと思思ううかかとといいうう
質質問問にに対対ししててはは，，毎毎月月仕仕事事自自体体はは変変わわっってていいるるののでで，，感感じじててももららええ
るるよよううにに業業務務内内容容をを組組んんででいいるるつつももりりででああるる。。ＡＡささんんがが仕仕事事でで役役にに
立立っってていいるるとと感感じじてていいるるとと思思ううかかとといいうう質質問問はは，，どどうう感感じじてていいるるかか
はは分分かかららなないい。。今今度度人人事事考考課課ををすするるののでで，，聞聞いいててみみたたいいととはは思思っってて
いいたた。。家家でではは楽楽ししくくてて新新ししいいここととををししててみみたたいいとと母母親親にに言言っってていいるる
みみたたいいななののでで感感じじてていいるるととはは思思ううがが，，わわざざわわざざ自自分分かからら表表現現すするるタタ
イイププででははなないいののでで分分かかららなないい。。

＜＜仕仕事事ををすするるここととでで見見ええててききたた展展望望＞＞
　　労労働働　　仕仕事事ににつついいててはは，，今今ののままままでで満満足足ししてておおりり，，
何何かかチチャャレレンンジジししててみみたたいいとと思思ううここととははなないい。。
　　生生活活　　母母親親はは，，「「一一人人暮暮ららししししててももいいいいんんだだよよ」」とと
言言ううけけどど，，私私ははそそううはは思思わわなないい。。一一人人暮暮ららししととかか考考ええ
たたここととははなないい。。
　　おお金金のの管管理理はは，，母母にに頼頼んんででいいるる。。一一度度母母親親とと一一緒緒にに
ＡＡＴＴＭＭのの使使ううたためめににチチャャレレンンジジししててみみたたがが，，難難ししくくてて
ももうういいいいとと思思っったた。。
　　家家族族ででごご飯飯をを食食べべにに連連れれてて行行ききたたいい。。親親にに言言っったたらら
自自分分のの分分だだけけででいいいいよよとと言言うう。。私私はは皆皆のの分分をを払払いいたたいい
ののにに。。
　　余余暇暇　　家家族族旅旅行行にに連連れれてて行行ききたたいい。。親親にに言言っったたらら，，
食食事事とと同同じじよよううにに，，自自分分のの分分だだけけででいいいいよよとと言言うう。。私私
はは皆皆のの分分をを払払いいたたいい。。

＜＜仕仕事事ををすするるここととでで見見ええててききたた展展望望＞＞
　　労労働働　　仕仕事事ににつついいててはは，，ドドリリンンクク作作成成をを以以前前，，イインンタターーンンシシッッププ
ででははややっってていいたた。。今今ははままだだししてていいなないいののでで，，「「ドドリリンンクク作作っっててみみたた
いい？？」」とと聞聞いいててみみたたらら，，ししててみみたたいいとと言言っってていいたた。。
　　生生活活　　生生活活場場所所のの変変化化ににつついいてて，，一一人人暮暮ららししととかかはは考考ええてていいなないい
とと思思うう。。
　　おお金金のの管管理理ににつついいててはは，，自自分分ででししててみみたたいいとと思思っってていいるるととはは思思わわ
なないい。。いいつつももおお弁弁当当をを持持参参すするるしし，，自自分分でで何何かかをを買買っってていいるる様様子子もも
なないいののでで，，日日頃頃おお金金ををああままりり扱扱っってていいなないいとと思思うう。。稼稼いいだだおお金金ををどど
ううししてていいるるののかかはは分分かかららなないい。。
　　余余暇暇　　私私はは，，仕仕事事のの時時間間以以外外のの話話ははああままりりししなないい。。他他ののススタタッッフフ
のの方方がが詳詳ししいいかかももししれれなないい。。

＜＜学学校校でで教教わわっってておおききたたかかっったたこことと＞＞
　　一一般般的的なな常常識識ややママナナーーににつついいてて，，重重要要性性をを教教ええててほほ
ししかかっったた。。
　　数数学学ははももうう少少ししパパーーセセンントトやや何何割割をを教教ええててほほししかかっっ
たた。。教教ええててははももららっっててははいいるるんんだだけけどど，，今今よよくく使使ううかか
らら思思うう。。分分かかららなないいととききはは親親にに教教ええててももららっってていいるる。。
　　人人ととのの関関わわりり方方ににつついいててはは，，敬敬語語ととかかももっっとと教教ええてて
ほほししかかっったた。。たたままにに言言葉葉遣遣いいにに不不安安ががああるる。。正正ししいいかか
自自信信ががなないい。。身身にに付付いいてていいなないいとと感感じじてていいるる。。

＜＜学学校校でで学学んんででほほししかかっったたこことと＞＞
　　一一般般的的なな常常識識ややママナナーーににつついいててはは分分かかららなないい。。学学校校時時代代とと今今のの卒卒
業業生生AAささんんののキキャャララククタターーはは全全然然違違ううとと思思うう。。学学校校時時代代ははででききてていい

ててももううちちでではは発発揮揮ででききてていいなないいここととももああるるとと思思うう。。学学校校でで教教ええてていい
ててででききてていいなないいののかか，，教教ええてていいななくくててででききなないいののかか分分かかららなないい。。欲欲
をを言言ええばば，，ももううちちょょっっとと活活気気ががああれればば良良いい。。少少ししももじじももじじすするるののはは
性性格格だだとと思思ううののでで。。生生徒徒会会長長ををししてていいてて舞舞台台ででススピピーーチチををししてていいたた
とと言言ううかからら，，恥恥ずずかかししががりり屋屋ででははなないいとと思思ううののだだがが。。本本人人ががどどうう
思思っってていいるるかかはは分分かかららなないい。。
　　国国語語やや数数学学にに関関すするる知知識識ににつついいててはは何何のの問問題題ももなないい。。卒卒業業生生AA
もも，，ううちち((就就労労先先))でで働働くく分分ににはは問問題題なないいののでで思思っってていいなないいとと思思うう。。
困困っってていいるる様様子子ももなないい。。
　　人人ととのの関関わわりり方方ににつついいててはは，，多多分分，，自自分分((卒卒業業生生AA))ののググルルーーププのの

中中でではは良良かかっったたののかかももししれれなないいがが，，ももうう少少しし学学んんででほほししかかっったたとと思思
うう。。本本人人((卒卒業業生生AA))もも毎毎日日のの日日報報ににはは「「ももっっとと～～ししたたかかっったた」」とといい

ううココメメンントトががああるるかからら思思っってていいるるとと思思うう。。
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褒めていると回答していることである。差異点は，同僚からの期待について，卒業生 A は感じてい

ないと回答しているのに対し，就労先は感じてもらえるように業務内容を組んでいると回答してい

ることである。 

＜仕事をすることで見えてきた展望＞ 

労働 差異点は，卒業生 A は仕事について今のままで満足しているのに対し，就労先は卒業生 A

がドリンクを作ってみたいと思っていることである。 

生活・余暇 生活と余暇に関することについては，就労先は把握できていないという結果であっ

た。 

＜学校で教わっておきたかったこと・学校で学んでほしかったこと＞ 

 共通点は，人との関わり方については，もっと教わっておきたかった・学んでほしかったと感じ

ていることである。差異点は，国語や数学に関する知識について，卒業生 A は不自由を感じている

のに対し，就労先は問題ないと捉えていることである。 

（２）卒業生Ａとその就労先についての考察 

 卒業生 A とその就労先のインタビュー結果について比較すると，全体的には，特に仕事に関する

内容は共通するところが多く見られ，仕事以外に関する内容については，把握しきれていない傾向

が見られた。仕事に対してスムーズに取り組むことができるための配慮として，仕事をルーチン化

したり，分からないことや困ったことがあるときには，相談内容によって相談する相手を明らかに

したりしている点など支援体制が確立されていることが分かる。＜働くことでの貢献感＞では，就

労先は「スピードや正確さに対して褒めている」と回答するなど，褒める観点を意識しており，ま

た，卒業生 A にもそのことがしっかりと伝わっていることがうかがえる。 

 
２．卒業生Ｂとその就労先の事例 

卒業生 B は，特別支援学校高等部卒業後グループホームを利用し，グループホームから就労先に

通勤している。卒業生 B の就労先での仕事内容は洗い場の作業員である。 

（１）卒業生Ｂとその就労先のインタビュー結果 

卒業生 B とその就労先のインタビュー結果についてまとめたものを Table 3 に示す。 

＜仕事をするときに困ったことがあるかないかの認知＞ 

人間関係・コミュニケーションの面 卒業生 B と就労先との共通点は，相手の意見を聞くことが

できていて，任された仕事は最後までできていることである。差異点は，自分の考えを伝えること

ができているかという点である。卒業生 B は言いたくても言えなかったり，言い方が分からなかっ

たりと自分の考えを伝えるときのコミュニケーション・スキルの力不足を感じているのに対し，就

労先はどちらかというと自分の考えを伝えることはできていると受け止めている。また，就労先は，

卒業生 B は自分の意見があって正しいときでも，他人の意見で変わるなど，他人の意見に影響され

やすいと捉えている。 
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Table 3 卒業生 B と卒業生 B の就労先のインタビュー結果 

卒卒業業生生BBののイインンタタビビュューー結結果果 卒卒業業生生BBのの就就労労先先ののイインンタタビビュューー結結果果

＜＜仕仕事事ををすするるととききにに困困っったたここととががああるるかかなないいかかのの認認知知＞＞
　　人人間間関関係係・・ココミミュュニニケケーーシショョンンのの面面　　仕仕事事ののととききにに
相相手手のの意意見見ををししっっかかりり聞聞くくここととはは，，ままああままああででききてていい
るる。。忙忙ししいいととききはは半半分分ししかか聞聞けけなないいととききががああるるがが，，
ししっっかかりり聞聞ここううととはは思思っってていいるる。。自自分分のの考考ええはは，，言言いい
たたくくててもも言言いいずずららくくてて言言ええなないい。。どどうう言言っったたららいいいいかか
分分かかららなないいしし，，言言ううタタイイミミンンググがが分分かかららなないい。。空空気気をを読読むむのの
がが難難ししいい。。どどんんどどんん忙忙ししくくてて時時間間がが流流れれてていいくくかからら，，結結
局局はは最最後後にに怒怒らられれるる。。与与ええらられれたた仕仕事事はは，，自自分分のの休休憩憩
時時間間をを削削っっててでで，，最最後後ままででややりり遂遂げげるるここととががででききてていいるる。。
　　仕仕事事のの指指示示理理解解・・対対処処能能力力のの面面　　指指示示さされれたたここととにに
つついいてて，，最最初初のの頃頃はは分分かかららなないいここととががああっったたがが，，慣慣れれ
れればば理理解解ででききるるよよううににななっったた。。困困っったた時時ににはは，，周周囲囲のの
人人にに聞聞くくかか，，自自分分でで前前ににややっったたここととをを思思いい出出ししななががらら
ししてていいるる。。そそれれででもも，，前前ととはは若若干干変変わわっってて困困るるここととももああるる。。変変
更更ししたたここととはは伝伝ええててほほししいい。。困困っったたここととはは，，可可能能なな限限りり解解決決でできき
てていいるる。。誰誰ででももいいいいかからら助助けけをを求求めめるるよよううににししてていいるる。。
　　仕仕事事のの内内容容のの面面　　今今のの仕仕事事はは自自分分ににああままりり合合っってていい
るるととはは思思わわなないい。。実実習習ののととききははずずっっととそそのの場場ににいいてて皿皿
をを取取るるだだけけだだっったた。。働働いいてて初初めめてて運運ぶぶとといいうう経経験験ををしし
たた。。重重たたいいももののがが多多いいかからら，，（（体体力力にに不不安安ががああるる自自分分にに
はは））本本当当にに合合っってていいるるののかかななとと思思うう。。思思っってていいたたももののとと
違違うう。。辞辞めめたたいいとと思思ううととききももああるる。。怒怒らられれるるここととももああるるかからら。。

＜＜仕仕事事ををすするるととききにに困困っったたここととががああるるかかなないいかかのの認認知知＞＞
　　人人間間関関係係・・ココミミュュニニケケーーシショョンンのの面面　　仕仕事事ののととききにに相相手手のの意意見見をを
ししっっかかりり聞聞くくここととはは，，ででききてていいるる。。自自分分のの考考ええをを伝伝ええるるここととはは，，どど
ちちららかかとといいううととででききてていいるる。。自自分分のの考考ええははああっっててもも人人のの意意見見をを聞聞くく
ととすすぐぐにに変変わわっったたりり，，自自分分のの意意見見がが正正ししいいととききででもも人人のの意意見見でで変変
わわっったたりりすするるここととががああるる。。他他人人のの意意見見にに流流さされれややすすいい。。仕仕事事をを最最後後
ままででややりり遂遂げげるるここととににつついいててはは，，任任さされれたたここととはは最最後後ままででででききてていい
るる。。
　　仕仕事事のの指指示示理理解解・・対対処処能能力力のの面面　　仕仕事事でで指指示示さされれたたここととのの理理解解はは
ででききてていいるる。。気気ににななるる点点ももななくく，，普普通通のの人人とと同同じじ。。分分かかららなないいこことと
やや困困っったたここととががああっったたらら，，聞聞ききにに来来るる。。本本人人はは，，聞聞くくここととがが最最善善のの
方方法法だだとと思思っってていいるるとと思思うう。。間間違違いいががなないいよよううにに聞聞ききにに来来るる。。まま
たた，，解解決決ででなないいととききはは，，周周りりのの人人がが手手伝伝ううののでで結結果果的的ににはは解解決決でできき
てていいるるここととににななるる。。
　　仕仕事事のの内内容容のの面面　　仕仕事事内内容容ががＢＢささんんにに合合っってていいるるかかはは，，どどちちららかか
とといいううとと合合っってていいるる。。ここのの仕仕事事ししかか知知ららなないいわわけけだだかからら，，判判断断ははでで
ききなないいがが，，他他ののパパーートトささんんかかららはは信信頼頼さされれてていいるるののでで，，環環境境ととししてて
はは良良いいとと思思うう。。本本人人もも合合っってていいるるとと思思っってていいるるとと思思うう。。

＜＜相相談談者者のの有有無無＞＞
　　困困っったたここととががああっったたとときき，，ググルルーーププホホーームムのの人人にに相相
談談ししてていいるる。。職職場場のの人人ににははししててははいいるるけけどど解解決決にになならら
なないい。。何何もも対対処処ししててくくれれなないい。。おお父父ささんんににはは，，ググルルーー
ププホホーームムにに入入っってていいてて，，離離れれてていいるるかからら，，相相談談ししてていい
なないい。。友友達達ににはは相相談談ははししなないい。。障障害害者者就就業業・・生生活活支支援援
セセンンタターーのの人人はは最最近近来来なないいかからら相相談談ししよよううががなないい。。

＜＜相相談談者者のの有有無無＞＞
　　仕仕事事でではは，，私私ややパパーートトのの皆皆ささんんにに相相談談ししてていいるる。。仕仕事事以以外外のの場場面面
でではは，，相相談談ししたた話話をを聞聞いいたたここととががなないいののでで分分かかららなないい。。

＜＜仕仕事事ををししてていいるるとときき以以外外のの時時間間のの過過ごごしし方方＞＞
　　高高等等部部時時代代のの友友達達ととＳＳＮＮＳＳでで連連絡絡をを取取っってていいるる。。休休
日日のの外外出出ははググルルーーププホホーームムのの職職員員やや高高校校時時代代のの友友達達，，
そそのの保保護護者者ととすするる。。気気分分転転換換ししなないいとと次次のの日日のの仕仕事事がが
ききつつくくななるる。。ググルルーーププホホーームムのの利利用用者者ととははししなないい。。一一
人人でで出出かかけけるるととききはは，，ババススでで乗乗りり換換ええのの必必要要ののなないいとと
こころろにに行行くく。。

＜＜仕仕事事ををししてていいるるとときき以以外外のの時時間間のの過過ごごしし方方＞＞
　　連連絡絡をを取取りり合合っってていいるる友友達達ははいいるるととはは思思ううがが，，具具体体的的にに誰誰ととかかまま
でではは分分かかららなないい。。休休日日のの外外出出ににつついいててはは，，出出掛掛けけたたよよううなな話話はは聞聞くく
がが，，誰誰とと出出掛掛けけたたかかはは，，そそここままでで突突っっ込込んんだだ話話ははししなないいののでで分分かからら
なないい。。

＜＜働働くくここととででのの貢貢献献感感＞＞
　　仕仕事事でで褒褒めめらられれたたここととははなないい。。同同僚僚かからら期期待待さされれてて
いいるるとと感感じじたたここととももなないい。。与与ええらられれたた仕仕事事はは，，ででききてて
当当たたりり前前っってて感感じじ。。上上司司かかららももそそれれぐぐららいい当当たたりり前前とと
言言わわれれるる。。仕仕事事でで役役にに立立っってていいるるかか分分かかららなないい。。じじゃゃ
ままとといいうう感感じじのの扱扱いいををさされれるる。。仕仕事事がが遅遅いいとと言言わわれれ
るる。。

＜＜働働くくここととででのの貢貢献献感感＞＞
　　たたままににああるる程程度度だだがが，，要要望望ししたた仕仕事事のの次次のの段段階階ままででででききたたととききはは
褒褒めめてていいるる。。ＢＢささんんがが仕仕事事でで同同僚僚かかららのの期期待待をを感感じじてていいるるとと思思ううかか
とといいうう質質問問にに対対ししててはは，，期期待待ししてていいるるとと言言葉葉でで表表現現ししたたここととははなないい
がが，，感感じじてていいるる思思うう。。ＢＢささんんがが仕仕事事でで役役にに立立っってていいるるとと感感じじてていいるる
とと思思ううかかとといいうう質質問問はは，，役役にに立立っってていいるるとと言言葉葉でで表表現現ししたたここととははなな
いいがが，，感感じじてていいるるとと思思うう。。

＜＜仕仕事事ををすするるここととでで見見ええててききたた展展望望＞＞
　　労労働働　　仕仕事事ででチチャャレレンンジジししててみみたたいいここととはは，，22階階にに
パパテティィシシエエささんんががいいるる。。そそここででややっっててみみたたいい。。ももとともも
ととパパテティィシシエエににななるるののがが夢夢だだっったた。。作作っってていいるる人人ををたた
ままにに見見るるかからら，，憧憧れれるる。。
　　生生活活　　生生活活場場所所をを変変ええたたいいととはは，，ああままりり思思わわなないい。。
ググルルーーププホホーームムはは，，気気のの合合わわなないい人人ががいいててもも楽楽ししいい。。
　　余余暇暇　　余余暇暇のの過過ごごしし方方ににつついいててはは，，今今ののままままでで良良
いい。。旅旅行行はは，，怖怖くくててででききなないい。。今今のの状状態態でで満満足足ししてていい
るる。。

＜＜仕仕事事ををすするるここととでで見見ええててききたた展展望望＞＞
　　労労働働　　今今ちちょょううどど中中だだるるみみのの状状態態でで，，仕仕事事でで何何かかチチャャレレンンジジししたた
いいとといいうう感感じじははなないい。。
　　生生活活　　生生活活場場所所ににつついいてて，，現現在在入入っってていいるるググルルーーププホホーームムかからら他他
にに変変ええててみみたたいいとと考考ええてていいるる様様子子はは感感じじなないい。。
　　おお金金のの管管理理ににつついいててはは，，貯貯金金ががたたままりり始始めめたたとと言言っってていいるるののでで，，
自自分分ででししたたいいとと思思っってていいるるとと思思うう。。
　　余余暇暇　　休休日日のの過過ごごしし方方ににつついいててはは，，特特にに変変化化をを求求めめてていいるる感感じじはは
なないい。。

＜＜学学校校でで教教わわっってておおききたたかかっったたこことと＞＞
　　一一般般的的なな常常識識ややママナナーー，，読読みみ・・書書きき・・計計算算ななどど国国語語
やや数数学学にに関関すするる知知識識ににつついいててはは，，仕仕事事でで特特にに不不自自由由をを
感感じじてていいなないい。。
　　ももっっとと人人ととのの関関わわりり方方ににつついいてて教教ええててほほししかかっったたとと
思思うう。。どどうう接接すすれればばいいいいかかをを教教ええててほほししかかっったた。。どどのの
タタイイミミンンググでで話話ししかかけけるるののかか。。話話ししかかけけたたととききににここうう
話話ししかかけけらられれたたらら，，ここうう返返すすととかか。。

＜＜学学校校でで学学んんででほほししかかっったたこことと＞＞
　　一一般般的的なな常常識識ややママナナーーににつついいててはは，，本本人人ががどどうう思思っってていいるるかかはは分分
かかららなないいがが，，今今ののままままでで十十分分だだとと思思うう。。
　　数数学学にに関関すするる知知識識ににつついいててはは，，ももっっとと学学んんででききててほほししかかっったたとと思思
うう。。勤勤務務報報告告をを出出すすととききにに時時間間のの計計算算ががででききなないい。。８８時時かか１１７７時時とと
かか９９時時かからら１１７７時時ははででききるるかか，，８８時時半半かからら７７時時間間後後がが分分かかららなないい。。
時時間間のの計計算算だだけけがが問問題題でで，，本本人人がが悩悩んんででいいるる様様子子ははなないい。。
　　人人ととのの関関わわりり方方ににつついいてて，，強強いいてて言言ええばば，，挨挨拶拶がが下下手手ででああるる。。本本
人人はは挨挨拶拶がが下下手手ととはは感感じじてていいなないいとと思思ううがが，，学学ばばせせたたいいとと思思うう。。  
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仕事の指示理解・対処能力の面 仕事での指示理解についての回答は共通するところが多い。分

からないことや困ったことがあったら，訊くことで対応できている。 

仕事の内容の面 仕事内容が合っているかについては，卒業生 B と就労先の捉え方は異なる結果 

であった。卒業生 B はあまり合っているとは思っていないのに対し，就労先はどちらかというと合

っていると評価しており，また，本人も合っていると思っているだろうという結果であった。 

＜相談者の有無＞ 

相談者の有無について，卒業生 B と就労先の回答は異なる結果であった。困ったことがあったと

きには，卒業生 B はグループホームの支援員に相談しており，就労先の人には仕事のことであって

も相談することが難しいと回答している。一方，就労先は仕事のことについては相談されていると

捉えている。 

＜仕事をしているとき以外の時間の過ごし方＞ 

仕事をしているとき以外の時間の過ごし方については，就労先は詳細なことまでは把握できてい

ない結果であった。 

＜働くことでの貢献感＞ 

 就労先は，要望した仕事の次の段階までできたときは褒めていると回答しているのに対し，卒業

生 B は褒められたことはないと受け止めている。就労先は，卒業生 B の仕事における貢献に対して

特に言葉では表現してはいないが，そのことを卒業生 B は感じてくれていると捉えている。 

＜仕事をすることで見えてきた展望＞ 

労働 労働については，卒業生 B は同じ会社内の他の部署の仕事にチャレンジしてみたいと思っ

ているが，就労先の担当者は気が付いていない状況である。 

生活・余暇 生活と余暇に関することについては，卒業生Bと就労先の回答はほぼ共通している。 

＜学校で教わっておきたかったこと・学校で学んでほしかったこと＞ 

 一般的な常識やマナーについての回答は，双方とも仕事上では特に問題ないと認識している。数

学に関する知識については，卒業生 B は不自由を感じていないし，就労先も卒業生 B はそう感じて

いないと思っているが，就労先は時間の計算についてはもっと学んできてほしかったと捉えている。

人との関わり方については，被験者 B と就労先ともに具体的な内容は異なるが，在学中での学習の

必要性を感じている。 

（２）被験者Ｂとその就労先についての考察 

 被験者 B とその就労先のインタビュー結果について比較すると，＜仕事をするときに困ったこと

があるかないかの認知＞と＜相談者の有無＞については，回答内容に異なる点が多く認められた。

また，仕事以外に関する内容については，就労先では把握しきれていない傾向が見られた。＜働く

ことでの貢献感＞では，就労先の担当者は卒業生 B との関わりの中で表情や仕草などの非言語的な

方法で褒めたり，貢献度を認めたりしていると認識しているが，卒業生 B には十分に伝わっていな

いことがうかがえる。卒業生 B にとっては，働くことでの貢献感の低さが今の仕事は自分にあまり
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合っているとは思えないことにつながっているとも考えられる。貢献度を卒業生 B 自身によって実

感できるような方策の検討が必要であると推察される。 

 
３．卒業生Ｃとその就労先の事例 

卒業生 C は，実家から就労先に通勤している。卒業生 C の就労先での仕事内容は清掃作業員であ

る。 

（１）卒業生Ｃとその就労先のインタビュー結果 

卒業生 C とその就労先のインタビュー結果についてまとめたものを Table 4 に示す。 

＜仕事をするときに困ったことがあるかないかの認知＞ 

人間関係・コミュニケーションの面 卒業生 C と就労先との回答は，共通点が多い。自分の考え

を正確に伝えることについては，卒業生 C は「自分の考えを伝える場面（必要性）はない」と回答

し，就労先も「仕事の内容は，ある程度の決まりの中でするため，本人の考えを伝える機会が今の

ところない」と回答するなど，共通の認識である。しかし，就労先は今後仕事内容がステップアッ

プしていく中で，主体的に仕事場面で行動していくのはこれからの課題であると考えている。 

仕事の指示理解・対処能力の面 指示されたことの理解については，卒業生 C はほとんどできて

いると回答しているのに対し，就労先はどちらとも言えないと回答している。これは就労先が，「向

こうのトイレを見てきてね」と指示したときに，見るだけでなく，汚れているかどうかのチェック

や汚れていたときはきれいにする対応を求めている。つまり，言葉に表現されていることだけでな

く，その行為の関連することも含めた暗黙の前提を正しく捉えることを求めている。 

また，分からないことや困ったことがあったときの対応については，卒業生 C と就労先は，上司

に相談し，最終的には解決することができていると同様の回答をしている。 

仕事の内容の面 仕事内容が合っているかについては，卒業生 C と就労先の捉え方は合っている

という共通の結果である。 

＜相談者の有無＞ 

相談者の有無について，仕事の相談は就労先の人，仕事以外の相談は親と回答するなど卒業生 C

と就労先は同様な結果である。 

＜仕事をしているとき以外の時間の過ごし方＞ 

連絡を取り合っている友達の存在については，就労先は分からないと回答している。就労先は，

仕事をしているとき以外の時間の過ごし方については，詳細なことまでは把握できていない結果で

ある。 

＜働くことでの貢献感＞ 

 卒業生 C は，同僚やトイレの利用者から「ありがとう」や「期待の星」と言われたり，ボランテ

ィアの人から「頑張ってね」と言われたりしたことから貢献感があるという結果であった。就労先

も「期待しているよ」や「ありがとう」と言葉を掛けていると回答している。被験者 C と就労先は 
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Table 4 卒業生 C と卒業生 C の就労先のインタビュー結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

卒卒業業生生CCののイインンタタビビュューー結結果果 卒卒業業生生CCのの就就労労先先ののイインンタタビビュューー結結果果

＜＜仕仕事事ををすするるととききにに困困っったたここととががああるるかかなないいかかのの認認知知＞＞
　　人人間間関関係係・・ココミミュュニニケケーーシショョンンのの面面　　相相手手のの意意見見をを
ししっっかかりり聞聞くくここととははででききてていいるる。。自自分分のの考考ええをを伝伝ええるる
場場面面（（必必要要性性））ががなないい。。与与ええらられれたた仕仕事事をを最最後後ままででやや
りり遂遂げげるるここととははででききてていいるる。。
　　仕仕事事のの指指示示理理解解・・対対処処能能力力のの面面　　指指示示さされれたたここととにに
つついいてて理理解解ははほほととんんどどででききてていいるる。。たたままにに分分かかららなないい
ここととははああるるがが，，聞聞きき返返ししてていいるる。。分分かかららなないいここととやや
困困っったたここととががああっったたらら，，一一日日のの中中でで，，仕仕事事のの流流れれをを考考
ええななががらら，，ででききるるここととををすするるよよううににししてていいるる。。上上司司にに
電電話話ししたたりり，，近近くくのの同同僚僚にに聞聞いいたたりりししてて解解決決ししてていい
るる。。
　　仕仕事事のの内内容容のの面面　　今今のの仕仕事事内内容容はは自自分分にに合合っってていい
るる。。自自分分ににはは清清掃掃ししかかなないいかからら。。高高等等部部時時代代ににいいろろいい
ろろとと実実習習ししてて清清掃掃ししかかなないいとと思思っったた。。今今ののととこころろ清清掃掃
のの仕仕事事がが一一番番合合っってていいるる。。他他のの仕仕事事ををししててみみたたいいとと，，
今今はは思思わわなないい。。

＜＜仕仕事事ををすするるととききにに困困っったたここととががああるるかかなないいかかのの認認知知＞＞
　　人人間間関関係係・・ココミミュュニニケケーーシショョンンのの面面　　仕仕事事ののととききにに相相手手のの意意見見をを
ししっっかかりり聞聞くくここととははででききてていいるる。。仕仕事事ををししてていいるるののをを見見てていいてて，，でで
ききてていいなないいととこころろははそそのの場場でで言言っっててややりり直直すすここととががででききるるななどど，，指指
示示かかししっっかかりりとと通通っってていいるる。。自自分分のの考考ええをを伝伝ええるるここととががででききてていいるる
かかとといいううとと，，どどちちららとともも言言ええなないい。。基基本本的的にに仕仕事事のの内内容容がが，，ああるる程程
度度のの決決ままりりのの中中でで，，ややっってていいるるののでで，，自自分分のの考考ええをを伝伝ええるる機機会会がが今今
ののととこころろなないい。。考考ええてて仕仕事事ををししてていいくくののははここれれかかららとと，，本本人人ににはは
言言っってていいるる。。いいつつももししなないいととこころろをを時時間間ががああるる時時にに清清掃掃ししてていいくくとと
かか，，今今かかららののここととでですすねね。。仕仕事事をを最最後後ままででややりり遂遂げげるるここととににつついいてて
はは，，他他のの人人とと一一緒緒ににややっってていいるるののででででききてていいるる。。
　　仕仕事事のの指指示示理理解解・・対対処処能能力力のの面面　　仕仕事事でで指指示示さされれたたここととのの理理解解
はは，，ででききてていいるるととききととででききてていいなないいととききががああるる。。ももうう一一人人清清掃掃のの女女
性性ががいいるるがが，，向向ここううののトトイイレレをを見見ててききててねねとと言言ううとと，，見見たただだけけとと
かか。。汚汚れれてていいたたかかどどううかか聞聞くくとと，，どどううだだっったたかかななとといいうう感感じじでで，，見見
たただだけけとといいううここととががああるる。。分分かかららなないいここととやや困困っったたここととががああっったた
らら，，聞聞くくよよううににささせせてていいるる。。今今のの段段階階でではは，，自自分分でで判判断断ささせせるるわわけけ
ににははいいかかなないい。。責責任任ははここちちらら（（上上司司））ででととるるののでで，，聞聞くくよよううににささせせ
てていいるる。。ここここでで働働いいてていいるる職職員員はは全全員員，，分分かかららなないいここととははここちちらら
（（上上司司））にに聞聞くくよよううににささせせてていいるる。。
　　仕仕事事のの内内容容のの面面　　仕仕事事内内容容ががCCささんんにに合合っってていいるるかかににつついいててはは，，性性
格格的的にに合合っってていいるるとと思思うう。。真真面面目目ででココツツココツツややっっててくくれれてていいるる。。本本
人人もも性性格格的的合合っってていいるるとと思思っってていいるるとと思思うう。。

＜＜相相談談者者のの有有無無＞＞
　　仕仕事事のの相相談談はは，，上上司司やや一一緒緒にに働働いいてていいるる同同僚僚ににししてて
いいるる。。仕仕事事以以外外ははああままりり困困るるここととははなないいがが，，困困っったたらら
親親ににすするる。。障障害害者者就就業業・・生生活活支支援援セセンンタターーのの人人はは会会うう
機機会会ががなないい。。

＜＜相相談談者者のの有有無無＞＞
　　仕仕事事はは，，私私たたちちにに聞聞いいてていいるる。。家家でではは，，おお父父ささんんととおお母母ささんんにに聞聞
いいててももららっってていいるる様様子子だだ。。家家族族ととののココミミュュニニケケーーシショョンンはは良良くく取取れれ
てていいるるとと感感じじてていいるる。。

＜＜仕仕事事ををししてていいるるとときき以以外外のの時時間間のの過過ごごしし方方＞＞
　　最最近近はは誰誰とともも連連絡絡はは取取りり合合っってていいなないい。。以以前前はは高高等等
部部ののととききのの友友達達ととＳＳＮＮＳＳでで取取っってていいたたがが。。自自分分かからら連連
絡絡ををすするるここととははししなないい。。話話すす内内容容ががなないい。。休休日日のの外外出出
はは，，最最近近ははおお父父ささんんととばばああちちゃゃんんのの家家にに行行っったたりり，，庭庭
のの手手入入れれををししたたりりししてていいるる。。遊遊びびでで外外出出ははししなないい。。友友
達達とと休休みみのの日日がが合合わわなないい。。

＜＜仕仕事事ををししてていいるるとときき以以外外のの時時間間のの過過ごごしし方方＞＞
　　連連絡絡をを取取りり合合っってていいるる友友達達ががいいるるかかどどううかかはは，，分分かかららなないい。。職職場場
でではは友友達達のの話話はは聞聞かかなないい。。休休日日のの外外出出はは親親ととししてていいるる様様子子だだ。。ホホーー
ムムセセンンタターーにに仕仕事事のの道道具具をを買買いいににいいっったたととききにに，，親親とと一一緒緒ににいいるるとと
こころろをを見見たたここととががああるる。。友友達達のの話話ををししてていいるるののをを聞聞いいたたここととははなな
いい。。

＜＜働働くくここととででのの貢貢献献感感＞＞
　　仕仕事事でで褒褒めめらられれるるここととははああるる。。いいつつもものの仕仕事事ややたたまま
ににししかかででききなないいここととををししたたととききにに同同僚僚かからら「「あありりががとと
うう」」とと言言わわれれたた。。
　　同同僚僚かかららのの期期待待もも感感じじるる。。違違うう部部署署のの人人かからら「「期期待待
のの星星」」とと言言わわれれたたここととががああるる。。他他はは，，ボボラランンテティィアアのの
人人かからら「「頑頑張張っっててねね」」とと言言わわれれたたここととががああるる。。
　　自自分分がが仕仕事事でで役役にに立立っってていいるるとと感感じじるる。。理理由由はは，，頑頑
張張っってていいるるかからら。。トトイイレレをを掃掃除除ししてていいたたらら利利用用ししたた人人
かからら「「あありりががととうう」」とと言言わわれれたた。。

＜＜働働くくここととででのの貢貢献献感感＞＞
　　他他のの人人ががししなないいとといいけけなないいここととををししててくくれれるるととききががああるるののでで，，そそ
ののととききはは褒褒めめてていいるる。。
　　CCささんんがが仕仕事事でで同同僚僚かかららのの期期待待をを感感じじてていいるるとと思思ううかかとといいうう質質問問にに
対対ししててはは，，感感じじてていいるるととはは思思うう。。私私がが，，「「期期待待ししてていいるるよよ」」とと言言っっ
てていいるるかからら。。
　　CCささんんがが仕仕事事でで役役にに立立っってていいるるとと感感じじてていいるるとと思思っってていいるるかかはは，，仕仕
事事ををすするる上上でで，，当当然然そそううででああるるとと思思うう。。台台風風ののととききにに来来ててくくれれたたのの
でで「「あありりががととううねね」」とと言言っったたここととががああるる。。

＜＜仕仕事事ををすするるここととでで見見ええててききたた展展望望＞＞
　　労労働働　　仕仕事事ででチチャャレレンンジジししててみみたたいいここととははなないい。。仕仕
事事内内容容はは，，一一緒緒にに働働いいてていいるる人人とと全全くく同同じじ。。
　　生生活活　　一一人人暮暮ららししををししててみみたたいいとといいうう希希望望ははなないいわわ
けけででははなないいがが，，今今ははいいいい。。強強いい希希望望ででははなないい。。
　　おお金金のの管管理理をを自自分分ででししててみみたたいいとと思思うう。。今今はは，，通通帳帳
はは親親がが管管理理ししてていいてて，，引引きき出出すすととききはは親親とと一一緒緒にに行行っっ
てていいるる。。親親がが，，おお金金のの管管理理ををささせせるるとと言言っってていいたたのの
でで，，すするるここととににななるるとと思思うう。。
　　運運転転免免許許ががああるるかからら，，通通勤勤ななどど自自分分でで車車をを運運転転ししてて
移移動動ししててみみたたいいとと思思わわなないいかかとといいうう質質問問にに対対ししててはは，，
職職場場でではは，，運運転転ををししてていいるるしし，，運運転転自自体体ははチチャャレレンンジジ
ででははなないい。。当当たたりり前前ののこことと。。近近日日中中にに車車をを購購入入ししてて自自
分分でで通通勤勤すするるここととににななっってていいるる。。
　　余余暇暇　　欲欲をを言言ええばば，，ババイイククのの免免許許をを取取っってて，，ババイイクク
をを買買いいたたいい。。

＜＜仕仕事事ををすするるここととでで見見ええててききたた展展望望＞＞
　　労労働働　　仕仕事事ででののスステテッッププアアッッププはは考考ええてていいるるとと思思うう。。最最初初でで，，入入
社社すするるととききのの面面接接ととかかででもも，，そそうういいうう話話ははししてていいるる。。賃賃金金関関係係でで
もも，，ししっっかかりりとと評評価価ししてて上上げげててああげげたたいい。。そそののたためめににもも今今ややっってていい
るるここととだだけけででははなないい，，違違ううここととももででききるるよよううににななれればば評評価価ははししややすす
くくななるるとと伝伝ええてていいるる。。
　　生生活活　　後後々々はは一一人人暮暮ららししととかかははししててみみたたいいとと思思っってていいるるとと思思うう。。
保保護護者者のの方方もも以以前前面面接接ののととききにに言言っってていいたた。。たただだ，，本本人人ははままだだ考考ええ
てていいなないい気気ももすするる。。ととりりああええずず，，来来週週ああたたりりにに車車がが来来るるののでで，，そそれれ
かかららががススタターートトでですす。。今今ままでで雨雨がが降降るるとと親親がが迎迎ええにに来来てていいたた。。ここれれ
かかららはは自自分分ででああちちららここちちらら出出掛掛けけるるこことともも増増ええるるののかかななとと思思うう。。
　　おお金金のの管管理理ににつついいててどどううししてていいるるかか，，どどううししたたいいののかかはは分分かかららなな
いい。。日日頃頃のの関関わわりりのの中中でではは分分かかららなないいがが，，ロローーンンをを組組んんだだりり，，保保険険
にに入入っったたりりととかかはは，，親親のの方方かかららここううししたた方方がが良良いいとといいううアアドドババイイスス
をを貰貰っってていいるるののかかななとと思思うう。。
　　余余暇暇　　休休日日のの過過ごごしし方方ににつついいててはは，，分分かかららなないい。。親親のの実実家家にに行行っっ
たたここととをを聞聞くくぐぐららいいでで，，そそれれ以以外外はは分分かかららなないい。。

＜＜学学校校でで教教わわっってておおききたたかかっったたこことと＞＞
　　自自分分ににととっっててはは，，特特にに不不自自由由ははなないいがが，，言言葉葉遣遣いいはは
ももっっとと厳厳ししくくししててももららっったた方方がが良良かかっったたとと思思うう。。人人とと
のの関関わわりり方方ににつついいててもも思思うう。。自自分分はは人人見見知知りりががああるるのの
でで。。22年年ののととききのの担担任任のの先先生生ののおおかかげげでで良良くくななっったた。。

＜＜学学校校でで学学んんででほほししかかっったたこことと＞＞
　　一一般般的的なな常常識識ややママナナーーににつついいててはは，，思思わわなないい。。本本人人もも感感じじてていいなな
いいとと思思うう。。
　　国国語語やや数数学学にに関関すするる知知識識ににつついいててもも思思わわなないい。。仕仕事事でで必必要要ななののはは
足足しし算算引引きき算算ななどどのの算算数数レレベベルルななののでで感感じじなないい。。本本人人ははどどうう思思っってて
いいるるかかはは分分かかららなないい。。
　　人人ととのの関関わわりり方方ににつついいててはは，，ここここのの会会社社的的ににはは今今ののままままでで良良いい。。
他他のの会会社社のの場場合合だだとと分分かかららなないいがが。。本本人人はは，，どどうう思思っってていいるるかか分分かか
ららなないいがが，，職職員員間間でではは問問題題ははなないい。。たただだ，，おお客客ささんんかからら文文句句をを言言わわ
れれるる場場合合ががああるるがが，，そそのの時時ににはは答答ええなないいででいいいいかかららすすぐぐにに電電話話でで知知
ららせせるるよよううにに指指示示ししててるる。。おお客客ささんんととののトトララブブルルでで，，トトララウウママにになな
ららなないいよよううににししてていいるる。。
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同様の回答をしていると言えよう。 

＜仕事をすることで見えてきた展望＞ 

労働 労働については，卒業生 C は「仕事でチャレンジしてみたいことはない」と回答し，就労

先は「卒業生 C 自身が仕事でのステップアップは考えていると思う」と回答するなど，差異が認め

られる。 

生活・余暇 生活と余暇に関することについては，卒業生Cと就労先の回答はほぼ共通している。

卒業生 C が近日中に車を購入することについて，就労先も把握しているという結果である。 

＜学校で教わっておきたかったこと・学校で学んでほしかったこと＞ 

 一般的な常識やマナー，国語や数学に関する知識，人との関わり方についての回答は，ほぼ同様

の内容である。すなわち，卒業生 C 自身は仕事内容や職場環境に特に不自由は感じているわけでは

なく，就労先も今の仕事内容では問題ないという認識である。 

（２）卒業生Ｃとその就労先についての考察 

 卒業生 C のインタビューを終えて，比較的安定した職業生活を送っている印象である。卒業生 C

とその就労先のインタビュー結果について比較すると，全体的に共通性の高い結果である。＜働く

ことでの貢献感＞では，就労先などが卒業生 C に言葉で貢献度を伝えており，卒業生 C 自身も就労

先からの言葉をしっかりと受け止めていることが安定した職業生活へとつながっていると言える。

＜仕事をすることで見えてきた展望＞の労働については，差異性が認められる結果であったが，就

労先による卒業生 C の特性を理解した上での期待とも受け取れる回答内容である。 

 
全体的考察 

榊・今林（印刷中）によると，卒業生 A と卒業生 C は，今の仕事は自分に合っていると感じてお

り，また，仕事で「ありがとう」等と言われた経験を受けとめて働くことでの貢献感は高いことか

ら，働く生活に一定の満足感があると推察される。一方，卒業生 B は，今の仕事は自分に合ってい

るとは思わないと感じており，また，同僚から褒められたことがないと受け止めていたり，期待さ

れていると思えないと感じていたりすることから，インタビュー時点での働く生活の満足度は低い

と言える状況と思われた。 

本研究では，卒業生 3 人とそれぞれの就労先を対象にインタビューを行い，その結果からそれぞ

れの卒業生の現在の状況を卒業生自身の視点と就労先からの視点で比較している。3 事例の結果と

考察を通して，就労直後の卒業生にとって就労を継続するための効果的な関係機関との連携の在り

方について考察する。 

＜仕事をするときに困ったことがあるかないかの認知＞ 

仕事の内容について卒業生 A と卒業生 C の事例では，それぞれの就労先が，仕事内容をルーチン

化したり，ある程度の決まりの中で行えるようにしていると答えていることから，意図的に卒業生

にとって仕事内容が構造化されるような仕組みになっていると言える。仕事内容が構造化されるこ
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とで，仕事上での不安感を低減させたり，するべき仕事内容が分かりやすくなったりすることから，

できることを実感でき，有能感が高まり，達成感へとつながっていると言えよう。一方，卒業生 B

の事例では，卒業生 B が，指示されたことについて，「慣れれば理解できるようになったが，前と

は変わっていて困ることもあるので，変更したことは伝えてほしい」と回答していることから，卒

業生 B の就労先では，仕事内容の構造化が少ない状態と推察される。これらのことから，卒業直後

の就労先での働く環境としては，ある程度，環境を整備し，毎日の仕事の流れが決まっていて，一

定の手順に従い作業を行うことができるようにするなど，働く場所や時間，業務内容について構造

化されていることが効果的と言えよう。 

＜相談者の有無＞ 

困ったときの相談者については，卒業生 A と卒業生 C は，就労先の人と家族を挙げており，それ

ぞれの就労先も同様に答えている。一方，卒業生 B は，相談相手はグループホームの職員と答えて

おり，卒業生 B の就労先は，仕事では就労先の人，仕事以外の場面では相談した話を聞いたことが

ないと答えるなど意見に差異がある。これは，仕事以外の内容についてのコミュニケーションの少

なさが影響していると考えられる。また，これらのことから相談相手として，就労先の人だけでな

く，住まいの場での相談者の存在が大きいと言える。家族や一緒に生活する人の支援者としての役

割の重要性が示されていると言えよう。 

＜仕事をしているとき以外の時間の過ごし方＞ 

就労先は，卒業生が連絡を取り合っている友達の有無や仕事をしているとき以外の時間の過ごし

方について，共通して把握できていない。卒業生 3 名の回答を比べると，卒業生 3 名とも高等部時

代と比べて余暇の活動範囲はあまり変化していない。就労を継続するためには，今林・榊（2018）

は，知的障害のある生徒が，一般就労し，就労を継続するときに必要となる力の育成についての教

師の指導・支援の観点として，私生活の充実の重要性を指摘しており，また，原田・寺川（2017）

は，生活の安定に大きく関わるのは，仲間とつながった余暇活動の重要性を指摘している。これら

のことから，地域社会での活動に関わる取組は個人や家庭によるところが大きいとは言え，それを

支援する立場としての学校，行政，そして，就労先の役割の一つとして，前述の相談者の有無と併

せて職場での関わりや会話を通して，卒業生の余暇の充実につながる情報や機会の提供が期待され

ていると言えよう。 

＜働くことでの貢献感＞ 

 ＜働くことでの貢献感＞については，卒業生Aと卒業生Cの回答とそれぞれの就労先の回答とは，

ほぼ一致している。就労先は「ありがとう」や「期待している」等のメッセージを送っており，ま

た，卒業生も上司や同僚のメッセージを受け取って仕事での貢献感を高めていると言える。一方，

卒業生 B と就労先については，就労先は卒業生 B の仕事での貢献に対する言葉掛けをしてはいない

が，非言語的な方法でメッセージを伝えている。そのような対応の中で，卒業生 B は，同僚からの

期待を感じていない，また，役に立っていないと感じており貢献感は低い状態となっている。これ
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らのことから，知的障害者には，非言語的な表情や態度によるメッセージでは伝わりにくく，直接

的に「ありがとう」や「期待している」等のメッセージを伝えてもらうことが必要であると言える。

原田・寺川（2017）も，知的障害者が「必要とされる自分」を感じながら意欲的に働き続けるため

に，就労先は分かりやすい言葉で「あなたが必要である」というメッセージを伝え続けることが重

要であると報告している。 

＜仕事をすることで見えてきた展望＞ 

 卒業生 A と卒業生 C は，労働については今のままで満足しており，就労先は，次のステップの仕

事内容を期待している。一方，卒業生 B は以前から関心のあった同じ職場の他の職種に異動を希望

し始めている。卒業生 A と卒業生 C の就労先は，前述のとおり，仕事内容が構造化されるような仕

組みになっており，次のステップの仕事内容を期待していることから，就労先はキャリアパスの視

点をもって障害者雇用を行っていると言えよう。 

＜学校で教わっておきたかったこと・学校で学んでほしかったこと＞ 

 一般的な常識やマナー，国語や数学の知識については，卒業生と就労先との回答は様々であるが，

人との関わり方については，卒業生 3 人とそれぞれの就労先とで必要性を感じているという共通の

認識であった。このことから，社会性の促進やコミュニケーション能力の向上に関する指導・支援

については，今まで以上に在学中に力を入れて取り組む必要があろう。 

 
 本研究の結果，就労直後の卒業生を支援し続ける教育機関にとって就労を継続するための効果的

な関係機関との連携の在り方について以下のようにまとめられる。 

就労先の支援体制としては，卒業直後の仕事内容として，ある程度，毎日の仕事の流れが決まっ

ていて，一定の手順に従い作業を行うことができるようにするなど構造化を図ることである。構造

化する内容は，どこで何をするのか（場所），その日のスケジュールはどうなっているのか（時間），

業務を遂行する順番や量（業務の課題）などを明確にすることが考えられる。また，就労先には，

障害特性を考慮し，直接的に「ありがとう」や「期待している」等の言葉での期待を示すメッセー

ジを伝えることを意識してもらう。そうすることが，「必要とされる自分」を感じ，意欲的に働くこ

とにつながることが期待できる。一方、学校では，人との関わり方についての学習を今まで以上に

重要視する必要がある。また，家庭は卒業生を支える一番の身近な支援者としての立場にあるとい

う意識を高め，相談相手としての役割を充実することが望まれる。 

本研究では特別支援学校を卒業した知的障害者の就労支援について考察しているが，就労上の課

題は，コミュニケーション能力に起因するものが多い。コミュニケーションが良好に行われるには，

受信者が相手のメッセージの意図を正しく理解できるかや，発信者が伝えたい内容をメッセージと

して発信するときに受信者の能力を推し量ることが必要となる。また，会話では，必ずしも必要な

全ての内容を含めたメッセージを発するとは限らないことから，双方のコンテキストの範囲の食い

違いのないことが求められる。コミュニケーションとは発信者と受信者の関係において，一方向で
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はなく，双方向で行われるものであり，発信者と受信者は入れ替わるものもである。つまり，コミ

ュニケーション能力に関する問題では，特定の個人一人に原因があることはない。これらのことを

解消するためには，発信者が伝えたい内容をより具体的にすることが考えられる。例えば，「何を

（What）」「誰が（Who）」「いつまでに（When）」「どこで（Where）」「なぜ（Why）」「誰に（Whom）」

「どのように（How）」「いくらで（How much）」など，いわゆる「6W2H」を意識したコミュニ

ケーションを心掛けることである。 

本研究で明らかになった知的障害者の就労上の課題については，発達障害者の特性に起因するも

のであることも多く，また，障害のない人でもしばしば起こり得るものである。特に，「6W2H」を

意識したコミュニケーションを心掛けることは，ユニバーサルデザイン的な支援方法としても有効

であることが期待できよう。 

本研究の課題としては，事例数が 3 件と少ないことであり，今後は事例を増やしていくことが望

まれる。また，卒業後 1 年，3 年，5 年後といったように継続して事例やその取り巻く環境の変化

を追跡研究することが大切である。 

最後に，本研究を通して，学校を卒業し社会に送り出す際に必要な支援や，関係機関に対して学

校側から働き掛ける視点の一端を明らかにできたことは意義があると言えよう。 
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